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１．研究計画の概要 

本研究の目的は、地球温暖化や気候変動が
高まりつつあるアジアにおいて気候変動に
適応した持続可能な農業・農村の開発戦略を
明らかにすることである。次のような諸点を
明らかにすることを目指している。①アジア
農業モデルを開発し、気候変動が食料生産に
及ぼす影響を計量的に予測し、ホットスポッ
ト（影響脆弱地域）を特定化する。②気候変
動に伴う食料生産の変化が世界農産物市場
に及ぼす影響を予測し、アジア各国の食料需
給への影響を予測し、各国の食料安全保障を
評価する。③気候変動適応策としての、作期
や栽培方法の変更、品種改良、圃場基盤整備、
灌漑・節水技術の普及、生育予測、気候災害
対策マニュアルの策定、穀物緩衝在庫の創設
などの評価を行う。④以上の予測・評価に基
づいて、主要地域ごとに気候変動に適応した
持続可能な農業・農村の開発戦略を明らかに
する。 

 
２．研究の進捗状況 

気候変動の影響を予測するためにアジア
農業モデルの開発を行った。アジアの主要地
域を含む世界 35 地域、主要農産物 20 品目を
含み、農産物貿易の輸出元と輸出先を特定化
できるアジア農業モデルを開発した。また
GIS による全球的土地利用モデルを開発し、
アジア農業モデルとの連結を試みた。これら
の計量モデルを使って、気候変動の世界農産
物需給への影響予測を行った。地域研究につ
いては、世界最高の米単収を実現している中
国雲南省麗江市でのハイブリッド稲作の普
及実態について、ヒマラヤ高原に位置し温暖
化の顕著な影響が危惧されているネパール

の稲作について、現地調査を行い具体的な適
応策を検討した。 
 世界米市場を対象としたモデル研究では、
気候変動による同時不作が、在庫水準と主要
輸出国の貿易政策の変更によって、世界米市
場にどのような影響を及ぼすかの予測を行
った。2007 年の米同時不作を事例に、世界
第 2 位と第 3 位の米輸出国であるベトナムと
インドの米禁輸によって、特にアフリカやカ
リブ海地域の米輸入諸国で外貨不足のため
米輸入が急減し、深刻な食料問題が引き起こ
されたことを明らかにした。気候変動に伴う
食料生産の変動性の高まりは、特に穀物輸入
への依存度が高い最貧国の食料安全保障を
著しく低下させること、これを回避するため
には、国際農産物貿易のルール作りとともに
国際穀物緩衝在庫の創設、国連の世界食料計
画（WFP）を中心とした食料援助体制の強化
などが必要であることを明らかにした。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
 当初の目標であったアジア農業モデルの
開発も順調に進んでおり、このアジア農業モ
デルを使った気候変動の影響予測を行い、そ
の成果を今年 3月の日本農業経済学会大会で
報告し、研究論文として学会誌に投稿した。
GISによる全球的土地利用モデルの開発も順
調に進んでおり、アジア農業モデルとの連結
を試みている。中国とネパールでの現地調査
により、現地での具体的な気候変動適応策の
評価も進めており、既にその成果を学会誌に
発表している。 
 
４．今後の研究の推進方策 



 アジア農業モデルの開発と全球的土地利
用モデルの開発を完成させ、気候変動のアジ
ア農業への影響予測の精度をさらに引き上
げ、具体的な気候変動適応策の計量評価を行
うことを今年度の課題としている。これまで
の研究成果を踏まえたシンポジウムを開催
するとともに、研究成果を取りまとめて刊行
する。個々の成果を引き続き学会誌等に発表
し、研究成果の社会への還元を図る予定であ
る。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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